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夏季手当  

第 ２ 回 交 渉 
 

組合 

２０２６年３月期決算では黒字を計上するとともに、５期連続の赤字を回

避することができた。この組合員の頑張りに対し、会社は満額回答で応え

るべきである。 

 

会社 

「出し渋るということはしない。出せる範囲で人的投資をしっかり行なう。

また、貴組合の主張は真摯に受け止め、次回交渉において会社の考えを示

していく。夏季手当が生活給の一部であることは否定しないが、会社とし

て期末手当は業績給の要素が強いと考えている。昨年度決算は０億円の黒

字だが、直近半期（２０２５年度下期）の業績と足元の動向、社員の頑張

りを見ながら総合的に考える。 

 

２０２６年３月期決算は、昨年度に比べて８億円も改善しており、

要求に応える体力はある。本日主張されことを重く受け止め、

我々の要求に応えられるように協議するように訴えました。 

 

 

 


